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   The author has already described in part I, the fact that various drugs 
were absorbed actively through the mucous membrane of the lumen of the 
seminal vesicles. As the testicular function has the most intimate relation 
to the absorption ability of the seminal vesicles, the investigation in this 
series was pointed to the influence of the testicular function upon the 
absorption ability of the seminal vesicles. The experimence was performed 
by injecting penicillin, streptomycin, tetracycline and  chloramphenicol into 
the seminal vesicles through vas deferens of a full grown male rabbit which 
was castrated in advance, and examining the absorption ability of the 
seminal vesicles by the time elapsed. The results were as follows  : 
   1) The absorption of  penicillin began to decrease in five days after 
   the castration and gradually dropped by the time elapsed. 
   2) Decrease of absorption ability to streptomycin appeared in three 
   days after castration and continued dropping according to the time 
   elapsed. 
   3) Absorption of tetracycline started decreasing from one week after 
   castration. 
   4) Concerning the absorption of chloramphenicol, a sign of decrease 
  appeared in two weeks after castration, but did not drop so remarkably 
  as the three other antibiotics even in three weeks. 
  5) In the histo-pathological examinations, the tissues of the seminal 
  vesicles showed degeneration in three weeks after castration, and this 
  change was in a accord with the decrease of absorption ability. 
  6) The decrease of the absorption ability after castration was caused 




























糟 嚢 の 吸 収 機 能 検 査 は 第1編 に 述 べ た と 同 じ
方 法 に よ り,Penicillin,Streptomycin,
Tetracycline及びChloramphenicolの4
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去勢7日 後:去 勢5日 後における吸収状況と同様な
傾向が観察される.
去勢14日後及び21日後:吸 収機能の低下の傾向は去
勢後経過 日数 の進むにした がい一層著明に 認められ
る。 去勢14日後のPc.注入後30分時における血中濃
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No.2去 勢 に よ る影 響(Pc .)
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表2去 勢 に よ る影 響(Pc.)
No.8(2300g)u/cc
時 間30t 1。 3。 5。
ρ
去 勢 前 0,094 0,051 O,024 0.0145
去勢3目 後 0,071 0.06 0,026 O,013
去勢7日 後 O.06 0,042 0,021 tr







































































































































No,8去 勢 に よ る影 響(Pc.)No.9去 勢 に よ る影響(Pc.)No.10去 勢 に よ る影 響(Pc・)
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度 は去 勢 前 の0.21～O.071u/ccから0・04～0.05u/cc
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No,47去勢 に ょる影 響(Tc)
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去 勢 前0.1220.054 O,Ol40.∞6
去 勢5日 後O.0620。032 0,0180,004
去 勢14日 後O。0620。032 0,0060.0027
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Tc.注入後3時 間の血中濃度値が去勢前 と同 じ値を示
している.
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No.65去 勢 に ょる影 響(CM)






N().66去勢 に ょ る影 響(CM)
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総 括 及 び 考 按
成熟雄性動物を去勢すると副性 器 は 急 速に






におけるその吸収状況を観察 し,大体7日 後 よ
り明かな吸収力低下の認められることを報告 し



















に多少縮小を来砺 叉その硬 さを増 し組織学的
201
に軽 度の萎縮 が証明 され るが,上 皮細 胞はなお
よ くその機能 を営んでい るものが相当数認め ら
れ,そ の後 漸次変性 し2週 後 には胞体脱落は全
く消失 し,萎 縮 は3週 後 に至つて愈 汝明瞭 とな
り機能 が停止 す ると云 つている.ま た吉田 中
下 ・松 田 ら6)の観察例 でも同様な事実 の認め ら
れ ることを指摘 してい る.他 方精嚢 の形態学 的
立場 か ら守 屋ηは合成樹脂 を注入する場合,精
嚢極 大量 は去勢10日 後で は変 化 が見 られない
が,20日乃至1ヵ 月後 においてその減少の極 限
に達 し組織学的 な変性 の度合 に略々一致す るこ
とを認 めてい る.
このように精嚢 の吸収機能 が去勢後 の組織学
的変性 の度合に一致 して低下す ることは,精 嚢
の生理的機構 と睾丸 が非常 に密接 な相互関係 に
ある ことが容 易にわか る.そ こで精嚢 の吸収 機
能 と睾丸 の関連性及 び吸収機能 の低下 の成因に
つ いて考察 してみる と,当 然睾丸 ホルモ ンが問
題 になるが畢丸 ホルモ ンは睾 丸が成熟 しては じ
めてその機能 を発揮 するものであつて,そ の本
態 はtestosterone或は近縁 のsteroidとみ
られ その生理作用 は複雑多岐にわた り,① 附属
生 殖器官 の発育 と機能支配並びに第二次性兆 の
発現②精子形成過程 の支配③前葉gonadotro-
pi11の生産分泌 の抑 制④ 性欲,性 行動,射 精 な
ど神経機構 の支配⑤蛋白同化作用 などがその主
な生理的作用 とされ てい る8)9)10》11)したがつ
て精嚢 の吸収機能 と睾丸 ホルモ ンの関係 も自 ら
解 決 され,去 勢 後吸収機能が低下す る成 因の一
部 が ここに あることがわかる.
一方 その他の因子 として拡散因子 の作用を無
視 出来 ない ことは前 編に も述べた ところで,去
勢 はその産生 を遮断 し精嚢内Hyaluronidase
の減 少,消失 を招 き,これが吸収機能 を低下 させ
る成因 の1つ であることは,精 嚢 にHyaluro-
nidase加Pc.を注入す ることによ りその吸収
が充進す る と言 う高橋3)の実験及び石神12)の無
精虫症 の精嚢か らはTyphusVaccinの吸収
が認め られ なかつた とい う事例 と併せ考えると
容易 に説明 され るわけであ る.
ここで注意 したい ことは この拡散因子 に関連
レてCM,が 他 の抗生 剤に比較 してその吸収が
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特長的 で,且 つ去勢後 の吸収度合 の低 下が僅微
であつた ことは,使 用 し たCM.の 製 剤 に
Carboxymethy1-celluloseの含 有 され た こ
とが その大 きな原因の1つ では ないか と考 え ら
れ る こと で あ る.即 ちCarboxymethyl-
celluloseは掛見13)14)によつて明かに され たよ
うに非 イオ ン界面活性粘稠 剤でその界面活性作
用13)14):5)16)17)がCM.の吸収に影響 し,ま た去
勢後 の吸収作 用 にも大 きな役割 を演 じるで あろ
うことが容易 に推 察 され ることであ る.
結 語
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